












































































































































1998; 2000)。そこでは「男性Jr女性j というカテゴリ、「国民j としづ概念自体が組み直
され、ある面では相対化/無化されることにもなる。家族の中で想定されていた「父親役
割Jr母親役割jは、必ずしも前者を男性が、後者を女性が担わなければならないものでは








































































































































































































































































































る立場を表明していたが (W朝日新聞~ 2007a)、9月29日に沖縄県宜野湾市で参加者 1万
人を擁する「教科書検定意見撤回を求める県民大会jが開催されると、対応策の検討を始


































て、 r l3本軍による関与j との文言で折り合ったのである (W朝話新開~ 2007b)。沖縄県議
会が意見事で「軍命j としづ言葉を避け「軍の関与Jでまとめたことにより、文部科学大

















































































共通性 世界社会 【n'] 
(一般文化)
也 剖・.0-.-...-. ・ ，事 ・齢骨..・・・e ・ ・ 産業社会 【E】
国民社会 【E】
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{
世
界
史
Bl
2
 
内
容
(4
)
諸
地
域
世
界
の
結
合
と
変
容
ウ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
の
変
革
と
国
民
形
成
産
業
革
命
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
独
立
な
ど
、
18
世
紀
後
半
か
ら
19
世
紀
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
の
経
済
的
、
政
治
的
変
革
を
扱
い
、
産
業
社
会
と
国
民
国
家
の
形
成
を
理
解
さ
せ
る
。
(5
)
地
球
世
界
の
形
成
ウ
冷
戦
の
終
結
と
地
球
社
会
の
到
来
市
場
経
済
の
世
界
化
、
東
欧
諸
由
の
民
主
化
と
冷
戦
の
終
結
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
解
体
、
ア
ジ
ア
経
済
の
急
成
長
、
地
域
統
合
の
進
展
な
ど
を
扱
い
、
19
70
年
代
以
降
の
世
界
と
日
本
の
動
向
を
理
解
さ
せ
る
。
3
 
内
容
の
取
扱
い
(
世
界
史
A
と
同
様
)
(2
)
内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
ウ
内
容
の
(4
)
及
び
(5
)
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
こと
。 (
イ
)
広
い
視
野
か
ら
世
界
の
動
き
を
と
ら
え
る
こ
と
と
し
、
各
国
別
の
扱
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
(
エ
)
日
本
と
関
連
す
る
諸
国
の
歴
史
に
つ
い
て
は
当
該
国
の
歴
史
か
ら
見
た
日
本
な
ど
に
も
着
目
さ
せ
、
世
界
の
歴
史
に
お
け
る
日
本
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
18
世
紀
後
半
か
ら
19
世
紀
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
諸
革
命
を
扱
い
、
社
会
の
産
業
化
と
国
民
国
家
の
形
成
が
相
互
に
関
係
し
つ
つ
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
て
近
代
が
確
立
し
た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る。 …
・
・
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
近
代
国
家
と
し
て
の
態
様
を
整
え
て
い
く
の
と
並
行
し
て
、
広
大
な
西
部
へ
の
領
土
拡
張
と
人
口
移
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
着
目
さ
せ
、
西
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
と
西
漸
運
動
が
ア
メ
リ
カ
人
独
特
の
も
の
の
考
え
方
や
行
動
様
式
を
育
む
上
で
重
要
な
役
割
iを
果
た
し
た
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。
そ
し
て
、
南
北
戦
争
後
は
、
移
民
の
大
盤
移
入
に
よ
る
労
働
力
の
増
加
と
資
本
の
集
中
な
ど
に
よ
り
、
工
業
が
躍
進
し
た
こ
と
に
も
触
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
社
会
を
背
景
と
し
て
成
立
す
る
ア
メ
‘
リ
カ
文
明
の
内
容
を
、
黒
人
奴
隷
制
や
人
種
・
民
族
問
題
を
含
め
て
理
解
さ
せ
る
。
こ
こ
で
は
、
19
70
年
代
以
降
の
世
界
の
動
向
を
扱
い
、
市
場
経
済
の
世
界
化
、
冷
戦
体
制
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
、
地
球
規
模
で
の
相
互
依
存
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
…一
19
90
年
代
の
世
界
で
は
、
冷
戦
終
結
後
の
新
た
な
国
際
秩
序
が
模
索
さ
れ
る
中
で
、
中
東
湾
岸
戦
争
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
、
世
界
の
諸
地
域
で
の
民
族
問
・
部
族
間
紛
争
な
ど
が
相
次
い
で
起
こ
り
、
国
家
の
あ
り
方
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
さ
せ
る
。
他
方
、
A
S
E
A
N
が
地
域
協
力
機
構
と
し
て
の
体
制
を
整
え
、
E
C
が
E
U
に
発
展
す
る
な
ど
、
地
域
統
合
の
動
き
も
各
地
で
進
行
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。
近
現
代
史
に
お
い
て
は
、
世
界
諾
地
域
の
結
び
付
き
、
そ
の
有
機
的
関
連
な
ど
を
把
握
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
各
鹿
史
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
広
い
視
野
か
ら
近
現
代
の
世
界
の
全
体
像
を
と
ら
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
・
経
済
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
、
文
化
、
生
活
な
ど
様
々
な
蔀
か
ら
歴
史
の
動
き
を
総
合
的
に
理
解
さ
せ
る
よ
う
留
意
す
る
。
た
だ
し
、
内
容
が
過
密
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
は
、
日
本
と
世
界
の
諸
菌
、
特
に
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸
国
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
諸
国
に
お
い
て
、
日
本
の
近
現
代
史
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
に
も
着
目
さ
せ
、
世
界
の
歴
史
に
お
い
て
日
本
が
占
め
て
い
た
位
置
を
客
観
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
?
?
? ?
資
料
2
理
担
国
塑
開
閉
一一
、
『
高
察
;
務
第
習
者
導
要
領
t文
部
時
省
{
世
界
史
A]
2
 
内
容
(3
)
現
代
の
世
界
と
日
本
ア
急
変
す
る
人
類
社
会
輸
送
革
命
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
、
企
業
や
国
家
の
巨
大
化
、
社
会
の
大
衆
化
と
政
治
や
文
化
の
変
容
、
公
教
育
の
普
及
と
簡
民
盆
全
な
ど
を
扱
い
、
20
世
紀
と
い
う
時
代
の
特
質
を
人
類
史
的
視
野
か
ら
把
握
さ
せ
る
。
オ
地
域
紛
争
と
国
際
社
会
1..
...
.民
族
や
部
族
問
の
抗
争
に
端
を
発
す
る
紛
争
を
扱
う
際
に
は
、
複
数
の
人
積
や
民
族
・
部
族
が
歴
史
的
に
混
合
や
融
合
を
冷
戦
終
結
後
の
世
界
で
起
こ
っ
た
地
域
紛
争
の
原
国
や
歴
史
的
i重
ね
て
一
定
の
地
域
社
会
を
形
成
し
て
き
た
こ
と
に
留
意
さ
せ
、
社
会
や
文
化
は
本
来
多
元
的
か
っ
複
合
的
な
性
格
を
も
つ
こ
と
背
景
を
追
究
さ
せ
、
国
際
社
会
の
変
化
や
国
民
国
家
の
課
題
な
ど
lを
理
解
さ
せ
る
。
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
。
I
ま
た
、
地
域
統
合
の
動
き
や
地
域
主
義
の
台
頭
、
市
場
経
済
の
世
界
化
と
そ
れ
に
伴
う
摩
擦
、
情
報
や
人
の
流
動
性
の
増
大
固
な
ど
を
背
景
に
、
20
世五
日末
五
i降
堕
母
国
家
の
あ
り
方
が
変
容
し
て
き
た
こ
と
に
も
着
目
さ
せ
、
今
後
の
課
題
を
傑
ら
せ
る
。
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
地
理
歴
史
縞
i
文
部
科
学
省
こ
こ
で
は
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
欧
米
諸
国
や
日
本
な
ど
に
見
ら
れ
た
社
会
の
急
激
な
変
化
に
蕃
自
さ
せ
、
そ
れ
が
19
世
紀
ま
で
と
全
く
異
な
る
新
し
い
社
会
の
出
現
を
意
味
し
た
こ
と
を
、
人
類
史
的
枠
組
み
の
中
で
と
ら
え
さ
せ
る。
い
さ
ら
に
、
公
教
育
の
普
及
な
ど
に
よ
り
大
衆
の
政
治
参
加
へ
の
道
が
開
け
、
国
民
統
合
が
進
展
し
た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
3
 
内
容
の
取
扱
い
(2
)
内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
ウ
内
容
の
(2
)
及
び
(3
)
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
l
近
現
代
史
は
政
治
的
事
件
の
展
開
を
中
心
に
内
容
構
成
が
行
わ
れ
や
す
い
が
、
指
導
計
画
に
お
い
て
は
、
内
容
を
過
密
に
す
こと
。
Iる
こ
と
を
避
け
つ
つ
、
社
会
、
生
活
、
文
化
に
関
す
る
事
柄
に
も
焦
点
を
当
て
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
(
イ
)
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
生
活
な
ど
様
々
な
観
点
か
l
そ
の
際
、
歴
史
的
な
文
献
資
料
以
外
に
も
、
新
聞
、
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
生
活
用
具
な
ど
、
歴
史
を
具
体
的
に
と
ら
え
ら
歴
史
事
象
を
取
り
上
げ
、
近
現
代
世
界
に
対
す
る
多
角
的
で
iる
こ
と
の
で
き
る
多
犠
な
資
料
、
教
材
が
あ
る
。
…
・
柔
軟
な
見
方
を
養
う
こ
と
。
I
エ
内
容
の
(3
)
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
こ
と
。
I…
…
歴
史
の
理
解
を
単
な
る
知
識
の
習
得
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
め
ず
、
習
得
し
た
知
識
を
総
合
し
て
現
代
の
課
題
を
分
析
し
、
未
(
7
)
単
に
知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
現
代
の
世
界
が
当
面
l来
を
展
望
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
師
が
一
方
的
に
知
識
を
教
え
込
む
の
で
は
な
く
、
主
す
る
課
題
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
際
、
核
兵
器
の
l徒
自
身
に
課
題
を
選
択
し
て
調
べ
さ
せ
た
り
、
調
べ
た
成
果
を
発
表
し
、
学
経
全
体
で
討
論
し
た
り
す
る
場
面
を
設
け
る
こ
と
3脅
威
に
着
目
さ
せ
、
戦
争
を
防
止
し
、
民
主
的
で
平
和
な
国
際
iが
必
要
に
な
る
。
核
兵
器
の
脅
威
に
関
す
る
認
識
も
、
ま
た
戦
争
を
防
止
し
、
民
主
的
で
平
和
な
閣
際
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
。
iす
る
意
識
も
、
生
徒
自
身
に
よ
る
歴
史
の
主
体
的
な
追
究
な
く
し
て
は
育
成
す
る
こ
と
は
鴎
難
で
あ
る
。
(
イ
)
内
容
の
オ
及
び
カ
に
つ
い
て
は
、
例
示
さ
れ
た
課
題
な
ど
オ
地
域
紛
争
と
間
際
社
会
j
で
は
、
「
国
際
社
会
の
変
化
や
国
民
国
家
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
j
こ
と
の
で
を
参
考
に
適
切
な
主
題
を
設
定
し
、
生
徒
の
主
体
的
な
追
及
を
lき
る
主
題
を
、
「
冷
戦
終
結
後
の
世
界
で
起
こ
っ
た
地
域
紛
争
j
の
中
か
ら
選
択
し
設
定
す
る
。
…
…
問
項
目
の
ね
ら
い
は
、
現
通
し
て
認
識
を
深
め
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
11
代
の
地
域
紛
争
や
科
学
技
術
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
得
さ
せ
る
こ
と
に
で
は
な
く
、
生
徒
の
主
体
的
な
追
究
を
通
し
て
、
ム
目
類
の
課
題
に
つ
い
て
の
歴
史
的
視
野
か
ら
の
認
識
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
?
?
?
、
?
